
 

     平 成 ２ ３ 年 度 墨 田 区 立 鐘 淵 中 学 校       経 営 報 告 書  
平成２４年３月１６日  

学 校 目 標 １  自ら学び向上しようとする生徒  

２  心身ともに健やかな生徒  

３  互いを尊重し協調する生徒  

目 指 す 学 校 像 ①  厳しい中にも温かみのある学校     

②  環境が整い、清潔安全な学校  

③  伝統と創造が調和する、力のつく学校  

④  常に家庭と地域と共にある学校  

目 指 す 子 ど も 像  ①  希望を持って根気強く努力する生徒   

②  深く考え進んで行動する生徒  

③  思いやりがあり心に潤いのある生徒  

③   礼儀正しく自分を適切に表現できる生徒  

目 指 す 教 師 像 ①  生徒に親しまれ、健康で明朗な教師  

②  生徒に厳しく要求でき、信頼される教師  

③  自己に厳しく、生徒に温かい教師  

④   研究・研修に努め、建設的に働く教師  

１  自 己 評 価 の 結 果  

 中 期 経 営  

目 標  

短 期 経 営  

目 標  
具 体 的 方 策  評 価 の 観 点  評 価  分 析 コ メ ン ト  

学

力

の

向

上

だ  

基 礎 学 力 の 定

着を図り、学力

の 向 上 を 目 指

す  

基礎的・基本

的 な 事 項 を

丁 寧 に 指 導

すると共に、

自 学 自 習 に

取 り 組 む 意

欲 を 向 上 さ

せる  

行 事 の 精 選 や

土 曜 授 業 の 実

施 を 通 じ 、 授

業 時 数 の 確 保

と増加を図る  

・ 年 間 の 標 準

時 数 を 上 回 れ

る よ う 授 業 時

数 の 確 保 を 図

る  

・ 学 級 ご と の

時 数 管 理 を 徹

底 し 、 上 記 目

標を達成する  

 

 

2.8 

数 値 目 標 と し て は 、 土

曜 授 業 の 実 施 も あ り 授

業 時 数 の 増 加 と い う 所

期 の 目 標 は 達 成 し た

が 、 閉 校 を 控 え 、 行 事

の 精 選 は あ ま り 進 ま な

か っ た 。 一 層 の 努 力 が

必要である。  

鐘 中 ３ 大 コ ン

テ ス ト を 実 施

し 、 基 礎 学 力

の 向 上 と 学 習

意 欲 の 向 上 を

図る  

・ コ ン テ ス ト

に 向 け 事 前 学

習 に 積 極 的 に

取り組ませる  

・ コ ン テ ス ト

を 通 し て 成 就

感 を 味 わ わ せ

学 習 意 欲 を 向

上させる  

 

 

 

2.5 

全 体 的 に は 熱 心 に 取 り

組 め た が 、 結 果 に は 、

学 年 ・ 学 級 に よ る 差 や

個 人 差 が 顕 著 に み ら れ

た 。 学 習 意 欲 の 向 上 に

つ い て も 、 個 人 差 が 顕

著 に み ら れ た 。 引 き 続

き 改 善 に 向 け 努 力 し て

いきたい。  

家 庭 学 習 の 習

慣 化 に 努 め 、

基 礎 学 力 の 向

上を図る  

・ 全 学 級 で 家

庭 学 習 課 題 を

与 え 、 家 庭 学

習 の 習 慣 化 を

図る  

・ 家 庭 学 習 課

題 の 提 出 ・ 点

検 ・ 評 価 に よ

り 、 基 礎 学 力

の向上を図る  

 

 

 

2.1 

全 員 に 家 庭 学 習 課 題 を

与 え 、 家 庭 学 習 習 慣 の

確 立 に む け 取 り 組 ん だ

が 、 個 人 差 が 顕 著 に 出

て お り 全 体 に 徹 底 す る

に は 至 ら な か っ た 。 今

後 は 、 家 庭 の 協 力 も 求

め 徹 底 を 図 っ て い き た

い。  

生

活

指

導

と

進

路

指

集 団 の 一 員 と

し て の 自 覚 を

高め、基本的な

生活習慣、社会

性、規範意識の

向上を図る  

基 本 的 な 生

活 習 慣 の 定

着 を 図 る 指

導 を 充 実 す

ると共に、キ

ャ リ ア 教 育

を推進し、社

会 性 や 思 い

基 本 的 生 活 習

慣 ５ 項 目 の 指

導を推進する  

・ 生 活 指 導 部

を 中 心 に 全 学

級 で 計 画 的 実

施する  

・ 日 常 の 学 校

生 活 で 常 に 意

識 す る よ う に

する  

 

 

2.6 

全 校 を あ げ て 取 り 組 ん

で 、 多 く の 生 徒 に 意 識

は 根 付 い て き て い る 。

だ だ し 、 実 践 に 関 し て

は 個 人 差 が 激 し い 。 継

続 的 な 指 導 が 必 要 で あ

る。  



導

の

充

実  

や り の あ る

生 徒 の 育 成

に努める  

職 業 体 験 を 中

心 に キ ャ リ ア

教 育 を 計 画 的

に 実 施 し 、 望

ま し い 「 生 き

方 」 を 考 え る

態 度 と 能 力 を

育成する  

・ 全 学 年 ・ 全

学 級 で 計 画 的

に実施する  

・ キ ャ リ ア 教

育 を 通 し て 、

望 ま し い 「 生

き方」を考え、

自 分 の 進 路 に

結 び つ け て 考

え る 態 度 を 身

につける  

  

 

 

 

3.5 

学 校 支 援 ネ ッ ト ワ ー ク

と の 連 携 に よ り 、 職 業

体 験 や 外 部 講 師 に よ る

キ ャ リ ア 教 育 を 円 滑 に

実 施 で き 、 将 来 を 見 据

え た 「 生 き 方 」 を 意 識

す る よ う に な っ た が 、

意 識 の 継 続 と 日 常 生 活

へ の 反 映 と い っ た 面 で

は課題が残っている。  

生 徒 会 活 動 を

中 心 と し た 自

治 活 動 を 充 実

させる  

・ 本 部 役 員 だ

け で な く 、 委

員 会 活 動 の 活

性化を図る  

・ 実 行 委 員 会

を 活 用 し た 行

事 運 営 に よ り

生 徒 の 自 主 的

な 活 動 を 推 進

する  

 

 

3.0 

鐘 中 ３ 大 行 事 等 の 大 き

な 学 校 行 事 に つ い て

は 、 本 部 役 員 や 実 行 委

員 な ど 自 主 的 に 意 欲 を

持 っ て 活 動 で き た 。 一

方 で 、 日 常 的 な 活 動 に

つ い て は 、 協 力 的 で 無

い 生 徒 も み ら れ 、 課 題

となっている。  

開

か

れ

た

学

校

づ

く

り

の

実

践  

外 部 機 関 と 連

携 し 地 域 に 開

か れ た 学 校 作

りを実践する  

地 域 の 人 材

の 学 校 教 育

へ の 参 加 と

生 徒 の 地 域

活 動 へ の 参

加 を 推 進 す

る  

外 部 講 師 に よ

る 授 業 を 推 進

する  

・ 外 部 講 師 に

よ る 授 業 を 計

画 的 に 実 施 す

る  

・ 外 部 講 師 に

よ る 授 業 に 対

す る 生 徒 満 足

度 を 向 上 さ せ

る  

 

 

 

3.8 

 

学 校 支 援 ネ ッ ト ワ ー ク

と の 連 携 を 一 層 推 進

し 、 東 京 商 工 会 議 所 墨

田 支 部 の 協 力 を い た だ

い た 結 果 、 各 学 年 と も

計 画 的 に 外 部 講 師 の 導

入 を 図 れ た 。 昨 年 度 課

題 を 残 し た 事 前 の 調 整

不 足 も 改 善 し 所 期 の 目

的 を 達 成 で き た 。 そ の

結 果 、 生 徒 の 満 足 度 も

高 く 、 次 年 度 も 積 極 的

に実践していきたい。  

地 域 と 連 携 し

た 防 犯 、 防 災

教 育 を 推 進 す

る  

・ 地 域 と 連 携

し た 計 画 的 な

防 犯 ・ 防 災 教

育の実施  

・ 防 犯 ・ 防 災

意識の向上  

 

 

 

2.5 

例 年 通 り 防 犯 ・ 防 災 教

育 は 計 画 的 に 実 施 で き

た が 、 生 徒 の 意 識 の 向

上 が 課 題 と し て 残 っ

た。また、震災を受け、

防 災 計 画 の 見 直 し が 課

題となってきた。  

生 徒 の 地 域 行

事 へ の 参 加 を

推進する  

・ 積 極 的 に 地

域 行 事 へ 参 加

できたか  

・ 地 域 行 事 へ

の 生 徒 の 参 加

率 が 向 上 で き

たか  

 

 

3.0 

地 域 か ら 参 加 要 請 の あ

っ た 行 事 へ は 積 極 的 に

参 加 で き た 。 一 方 、 特

定 の 生 徒 が 毎 回 参 加 す

る な ど 、 参 加 率 の 向 上

には課題が残った。  

２  学 校 関 係 者 評 価 の 結 果  

・学校の取り組みや教職員の活動、学校行事等への生徒の取り組みについては 、おおむね好意

的な評価をいただけた。（７割から８割）  

・一方で、通学時のマナーや服装・地域での過ごし方については、 引き続き改善の必要性が指

摘されている。（マイナス評価の割合が３割から５割）  

・学校行事等への学校関係者の参加率が、学校公開で５割弱、学校行事で６割弱となっており、

昨年度よりは若干減少したものの、引き続き高い関心を持っていただいている。  

３  第 三 者 評 価 の 結 果 （ 対 象 校 (園 )の み 記 入 ）  

大項目 1(各教科の状況 )・２ (生徒の状況 )・４ (学校・家庭・地域の連携状況 )については、評

定Ｃ「おおむね満足」、大項目３ (学校の管理運営の状況 )については、評定Ｂ「良い」との評価

をいただいた。課題解決に向けた教職員の努力を評価していただいたものの、継続的な粘り強

い指導や毅然とした措置の重要性が課題として指摘された。また、統合新校へむけての計画的

な準備の必要性にも触れていただいた。  



４  具 体 的 な 改 善 策  

自 己 評 価 に お い て は 、 平 均 値 の 2.5 を 下 回 る 項 目 は 、 ９ 項 目 中 1 項 目 と な っ て い る が 、 し か

し 、 よ り 詳 し く 検 討 す る と 、 取 組 (努 力 )目 標 に つ い て の 自 己 評 価 は 、 全 て の 項 目 で 平 均 値 を 上

回 る も の の 、 成 果 指 標 に 対 す る 評 価 は 、 学 年 に よ っ て は 平 均 値 を 下 回 る 項 目 が 、 4 項 目 と な っ

て い る 。 評 価 の 乖 離 か ら 伺 え る こ と は 、 各 項 目 と も 積 極 的 に 取 り 組 ん で は い る が 、 必 ず し も 成

果 (結 果 )を 出 す ま で に は 至 ら な い 項 目 が あ る と い う 事 実 で あ る 。 ま た 、 自 己 評 価 を 検 証 す る 際

の 意 見 で 、 各 項 目 に 共 通 し て 言 え る こ と と し て 、 取 り 組 み 直 後 に は 成 果 が 感 じ ら れ る が 、 定 着

ま で に 至 ら な い と い う 実 態 が 指 摘 さ れ て い た 。  

 意 識 の 変 化 を 定 着 さ せ 、 行 動 の 習 慣 化 に 高 め て い く 必 要 性 が こ こ で も 確 認 で き る 。 ま た 、 そ

れ ぞ れ の 取 り 組 み へ の 保 護 者 の 協 力 を 求 め 、 家 庭 と の 連 携 を よ り 強 化 し 、 取 り 組 み 指 標 へ の 高

評 価 を 、 成 果 指 標 の 評 価 へ 結 び つ け て い く 努 力 を 継 続 し て い き た い 。  

 ま た 、 学 校 関 係 者 評 価 に お け る 生 徒 の 校 外 で の 生 活 へ の 低 評 価 も 解 決 す べ き 課 題 で あ り 、 こ

の 点 で も 、 一 層 家 庭 や 地 域 と 連 携 し 、 指 導 を 強 化 し て い き た い 。  

 


